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Pulsed YAG Laser を用いて、レーザー誘起蛍光 (LIF) 分光、
パルスレーザー堆積 (PLD) 法やレーザー誘起絶縁破壊分光
(LIBS) の実施をサポートします。LIF 分光では気体 / 固体
/ 液体の時空間分解 LIF スペクトル診断、PLD 成膜では金
属窒化物や金属酸化物などの成膜実施をサポートします。
LIBS 分析では、検量線不要の CF-LIBS も含めて、ほぼ非
破壊の元素組成分析の実施をサポートします。阪大コア
ファシリティ機構の共用機器システムに参画しています。
口腔衛生に適した触媒反応を誘起できる TiO2 層 ( 電極 ) 酸
化チタンの調製と生菌への効果を研究しています。

ナノ粒子、超高速通信、金属錯体、微量元素検出、プラズマプロセス、機能性薄膜

Pulsed YAG Laser による分光 / 成膜 /
元素分析＆口腔衛生への TiO2 触媒作用の応用
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粒径が数十μ m の大きさの微粉炭が、揮発分放出から燃
焼までの数 ms 程度の時間で起こる現象の研究をしてい
ます。高い時間・空間分解能が必要なため、高速度カメラ、
長作動距離顕微鏡、10kHzNd:YVO4 レーザーなどの装
置を用いています。バックライト撮影、レーザー誘起蛍
光法（LIF）などの計測手法によって、単一の微粉炭粒子
が燃焼するときの温度、化学種やすすの分布を可視化す
ることができました。現在は、構築した手法を用いて脱
炭素エネルギーの一つとして着目されているアンモニア
との混焼時の微粉炭の燃焼挙動について調べています。
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単一微粉炭粒子燃焼における
燃焼生成物に対する光学計測
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